
【お問い合わせ】
立川市産業文化スポーツ部スポーツ振興課　☎042-529-8515(直通）

一昨年前までは東京都スポーツ推進委員協議会の研修も立

川市が当番幹事だったり、周辺市との共同研修も立川市主催

で行いました。今は集合イベントは、全て足踏状態です。どこま

で配慮すれば安心できそうか、どう工夫したら人の流れや入れ

替えが出来そうか、オンラインなら何ができそうか、ネットやオンラ

インに乗り切れない方々をどう巻き込むかなど、色々と議論し真

剣な模索が始まりました。立川が更に健康でスポーツに満ちた

都市となっていけるよう共々に進めていけたらと思います。

2020年度から委員長を担当しています。宜しくお願いします。

第2委員会では２つの行事の主担当をしています。体力年齢

測定会(秋)は、その場での測定種目、動き回る種目等、運

動能力のバランスが分かります。測定後に非常に為になる講

師のお話もあります。なわとびチャンピオン大会(冬)は個人(小

学生は学年別)の1回旋跳びと2回旋跳びの部、団体の部で

は大縄跳びで競います。成績優秀者には、賞状とメダルを授

与します(昨年はコロナ影響により中止) 。

第２委員会 委員長 遠藤 章夫第１委員会 委員長 井伊 務

顔を合わせての会議が出来ない中、全体定例会を含め、

毎月オンラインで会議をしています。はじめた当初は電話で

話だけ加わるメンバーがいたり、オンラインに慣れなくて全員が

繋がるだけでもひと苦労(笑)。今では活発な意見が飛び交

い、会議室に集まって行う会議よりも、かえって効率よい議

論ができているかもしれません。
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第３委員会 委員長あいさつ

狭いようで広い立川市です。各地でどのようなスポーツ活動が

行われているか？なかなか、把握できません。その情報交換も

活発に行いながら、推進委員としての活動を精力的に進めて

います。各地区では、様々な問題や課題を抱えています。その

内容を理解しながら、ココ！立川で皆さんが進んでスポーツに

参加できるきっかけや、運動を継続できる環境を、委員はもち

ろんのこと、皆さんと一緒に進めていけたらと日々活動の7年目

です。
第３委員会 委員長 大畑 勝俊

◆第１委員会◆ 推進委員の研修／広報／他市委員交流

◆第２委員会◆ 体力年齢測定会／なわとびチャンピオン大会

◆第３委員会◆ 市民あるけあるけ運動／ゴールドッヂの普及

その他に全委員で 「立川シティハーフマラソン」などの立川市スポーツ

振興課が関わる事業に協力します。

また、三役や委員長などで構成された幹事会は、協議会全体の事

業遂行にあたり、事務局(スポーツ振興課内)と協力しながら協議会

全体のリードを図っています。

立川市スポーツ推進委員協議会 とは

日本全国の各区市町村にスポーツ推進委員協議会があります。東京都の組織構成は諸島を含む区部、市部合わせて１１ブロックがあり、

立川市はその中の第８ブロックに所属し、他に昭島、国立、東大和、武蔵村山を含む近隣５市で構成されています。

立川市のスポーツ推進委員は、住民のスポーツの振興に関し、その分担する地域又は事項について、立川市スポーツ推進委員規則に基

づいて職務を行います。委員は１２に区分された立川市の各地区体育会からの推薦で２名ずつ選出された計２４名で構成されています

（現在、２名調整中）。 また、全委員は３つの専門委員会（第１～第３委員会）のいずれかに所属し、職務の中でも特に各所属委

員会の分担事業を主体的に推進します。

【編集後記】

今はこれまで以上に情報戦も大事。そんな

思いで広報紙もリニューアルに挑戦。行事の結果ばかりでなく、

これからは企画の模様や議論・試行錯誤の様子も発信でき

たらいいのかなと考えています。今後とも宜しくお願いします。

（井伊）

第２委員会 委員長あいさつ第１委員会 委員長あいさつ

オンライン会議の様子
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